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1 は じめに90
年代に入り、途上国のみならず先進諸国においても対日輸出キャンペーンに官民協力して力を
入れる例が多い中で、唯一巨額な貿易黒字を抱える我が国では、逆に輸入拡大のキャンペーンが政
府によって推進されているわけであるが、こうしたしわよせは、輸出型・内需型を問わず、いわゆ
る中小企業性製品の製造業に直接的に及ぼされていると言うべきではないだろうか。実際、昨今の
急進する円高傾向は、輸出型の中小製造業に直接的打撃を与えているl注uだけでなく、加えて内需型
の多くの中小製造業の市場競争力低下を加速させているのである。
すなわち、一般に、日本標準産業分類で平成2 年の工業統計において中小企業の出荷額が70％以
上を占める業種の製品を「中小企業性製品」と呼ぶわげであるが、平成7 年版『中小企業白書』に
よれば、中小企粟匝製品の輸出入動向は、昭和62年以来一貫して輸入超過傾向にあり、平成2 年以
降超過幅の縮小が見られたものの、平成5 年以降再び拡大傾向にある。この結果、平成6 年の輸出
額は昭和56年の約2 倍強の伸びであるのに対して、輸入額の伸びは約5 倍になっており、特にアジ
ア諸国の軽工業品と我が国中小企業性製品との競合が近年厳しさを増しているのである[・21。
ところで我が国には、資本、技術、労働力、原材料といった当該地域の経営資源を基盤として、
特定の製品の生産や販売に携わる多数の企業が集積する、いわゆる産地、あるいは地場産業が全国
各地に存続している。そして中小企業性製品の産地の多くは、上記のようなマクロ的環境変化によ
りとりわげ大きな経済的打撃を受けており、その結果こうした産業を基幹産業とする地方の小都市
においては、地域経済の地盤沈下が深刻な社会的問題にもつながりつつあるのが現状である。
さて、産地型集積は、過去において円高局面その他マクロ的環境変化への対応を迫られた場合、
一般的には、輸出型産地における内需型への転換、あるいは内需型産地におけるさらなる内需依存
の強化（輸出比率のさらなる縮小）による対応を進めてきたと見てよいであろう。
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その1 つの具体例が我が国のかばん業界であるレ 明治時代以来の東京・大阪・名古屋、そして昭
和になって成長する兵庫県豊岡市を四大産地としてきた我が国かぼん業界も、かつては輸出型の産
業であった[注3]。
ところで、71年のドル・シa ッタ直後に内需転換を余儀なくされた我が国のかばん産地の中で、
大都市の業界の地域経済における地位の総体的低下とは逆に、いわば辺境の地に立地する豊岡の業
界だけぱ、今日もなお地域の基幹産業として存続している。しかしながら、輸入品の急激な伸びや
国内景気の長期低迷といった環境悪化により、この産地においても、特に製造業における業績悪化
が著しく、基幹地場産業の低迷による地域経済への影響は深刻さを増している。
本稿では、我々が91年以来フィールド・リサーチを続けている兵庫県豊岡市のかばん業界、そし
て同産地を包含する我が国かばん業界全体を中小企業性製品の1 つの事例と七てとりあげる。本稿
ではまず、我が国かばん業界全体の概要を整理し、昨今の経済的環境悪化とそれに起因する中小企
業性製品の問題点について考えるどともに、兵庫県豊岡市のかばん産地を1 つの具体例として、基
幹地場産業の低迷が、地方の小都市の地域経済に与える影響についても、若干の考察を付してみよ
うと思う。
2 我が国かば ん業界の歴史と現状 ▽2
－1 我が国かばん業界の歴史
我が国におけるかばんの生産は、明治時代から続いている皮革製品中心の東京・大阪・名古屋、
及び新素材中心の地場産業である兵庫県豊岡市が担ってきだ注4]。以下、業界大手企業2 社の社史等
を基に、我が国かばん業界の歴史をごく簡単にまとめておぐ5]
さて、明治時代半ばに裁判官や代言人（弁護士）等にとって手提げかばんが必需品となり、また
鹿鳴館時代にはハットケースやカラーケースが上流階級のステータス・シンボル的製品として市場
を確立するに至り、大都市に集中したかばん製造業では、この頃から、従弟制度の下で製造技術
（とりわけ縫製技術卜 の向上が図られるようになった。明治時代後半には、日本製スーツケースが
長崎に派遣されていた米国海軍の乗組員に広く購入されるようになり、また同時に、日本製かほん
の販路は朝鮮半島や中国東北部に広がってゆく。
しかし、国内市場全体の伸びが高まるのは、大正デモクラシーに伴う洋装、映画、喫茶店等の流
行によるところが大きい（ただし、こうした傾向は、かばんよりもむしろ、袋物のデザインの変化
と国内市場の拡大につながったようである）。ランドセルの市場化が進むのもこの頃である。さら
に、大正8 年には皮革製の袋物が「ハンドバッグ」の名称で販売されはじめ、続いて大正13年には
ボストンバッグが、数年のうちにスポーツバッグが販売開始される。そして、昭和初期に市場化さ
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れたファスナーの利用により、かばんという製品の様式は一変することになる。
戦後になると、我が国かばん市場は、衣料品市場の伸び、及び、ト わゆるホワイトカラー人口の
増加や余暇活動の活発化と連動する形で拡大してゆく。とりわけナイロンが我が国のかばん市場を
急速に拡大させたことに加え、工963年に独自の製法による不織布が米国デュポン社により開発され
たことも、新たなかばん市場の拡大につながった。 犬
要するに、天然皮革以外の素材、及び金具類、そして工業用ミシン等、異業種における技術革新
と、日本人消費者の生活様式の変化により、我が国かばん業界では、市場拡大や製品の多様化を見
ると同時に、企業間格差の拡大にもつながったものと思われる。（尚、特に異業種の技術革新に対応
しつつ新素材中心のかばん産地として成長したのが、後述する兵庫県豊岡市の地場産業であり、tヽ
わば欧州のタラフト産業に類似する製品の高度化を推進してきた大都市の産地とは、際立った対比
を示しているo）
2 －2 我が国かばん業界の現状
我が国かぼん業界及び関連する袋物業界ぢは、典型的な卸売主導型である点を1 つの特徴として
いる。つまり、卸売業者が、製品の企画はもちろん、材料の調達から製品の完成まで、総ての段階
にリーダーシップを発揮するのがこれまでのブ般的な傾向なのである。また、同業界には、小売専
門店で平成6 年度に日本証券業協会に店頭登録をし株式を公開した企業が1 社ある他は、大都市の
大手卸売業においても、株式を公開している例がない。かばん類は、我が国においては、まさしく
中小企業性製品なのである。そのため、個々の企業に関する客観的なデータの収集が極めて難しい
という点も、1 つの特徴と言うべきであろう。
2 －2 －1 国産かばんの製造出荷額と主要生産地の状況
我が国かばん業界の出荷数量、出荷額等（製造品出荷額に加工賃収入額、修理料収入額、製造工
程から生じた廃物の出荷額、その他の収入額を加えたもの）及び事業所の推移は、『工業統計表』
（品目編）に よれば以下のようである。尚、以下の数値は、4 人以上の事業所に関するものである。
なめし革製旅行かばん
平成1 年
平成2 年
出 荷数 量
815,069
767,428
(単位；個・百万円・箇所)
出荷金額等
5,606
5.765
事 業 所 数
???
?????
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平成3 年
平成4 年
平成5 年
なめし革製書類入れ、学生かばん、ランドセル等
平成1 年
平成2 年
平成3 年
平成4 年
平成5 年
プラスチック製かばんj
平成1 年
平成2 年
平成3 年
平成4 年
平成5 年
合成皮革ケース
平成1 年
平成2 年
平成3 年
平成4 年
平成5 年
902
997
963
736
768
987
3,801,620
3,362,344
3,488,981
3,621,804
3,255,449
-
-
6,304
7,719
7,114
23,216
22,137
23,422
24,663
23,088
29,235
38,796
36,224
36,858
32,874
16,142
18,453
23,357
22,633
18,741
????
40
155
148
?????
148
136
151
? ????
138
104
112
105
113
105
また、平成7 年版『工業統計表』（産業編）から、平成5 年の「なめし革製旅行かばん」の出荷を
都道府県別に見ると、前年大幅に伸び出荷数量・金額とも全体の50％以上を占めていた東京都は、
数量で28.7％減、金額で21,8％減と落ち込み、全体に占める割合も数量42.2％、金額43.3％に減少
した。逆に大幅に伸びたのは兵庫県であり、数量94.0％増、金額203.6％増で全体に占める割合も数
量で15.1％、金額で14.4％となっている。同じく、新素材の「プラスチック製かばん」を都道府県
別に見ると、兵庫県が約176億円で飛び抜けてし る。また「合成皮革製ケース」では、東京都が約83
億円で全体の44.2％を占め、2 位の埼玉県は約33億円、兵庫県は前年を大幅に下回り10億円弱で
あった。
ところで、平成5 年のかばん類出荷金額の合計に占める都道府県の割合では、兵庫県Lo.U/0（前
年22.3％）、東京都23.0％（|WI21.6％）が同率であり、次いで大阪府17.4％、続く愛知県5.9％と埼
玉県5.7％はほぼ同率、6 位が千葉県2.7％（前年1.7％）となっている。
さて、一般に地場産業の存在形態は、工業化過程で大きく変貌を遂げたことに加え、高度経済成
長期にその基本的性格を失ったところも多いと言われる呂 。「……工業立地環境の悪化している東
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京圏では、これまでも中堅・中小企業の地方への工場進出、移転は広範にみられる」ものであった
のだが、さらに近年は、「東京圏の地価高騰、人手不足がいっそう深刻なものになり、中小零細工場
レベルでも、転廃業、あるいは、地方への移転が不可欠になりつつある。東京圏から地方圏への工
場進出、移転ば今日では大企業、中堅企業だけの話ではなく、中小零細工場レベルにまで降りてい
るj[tt81という一般的な傾向は、ここ数年間の我が国かばん業界、とりわけ東京を拠点とする地場産
業に、典型的に当てはまると見ることができるのである。
また、『平成3 年度皮革産業振興対策調査－かばん産業－』から今後の経営拡大に対するかぼん
製造業経営者の意欲を見ると、「経営拡大したい」は東京で35％、愛知で1 割強、F現状維持」とい
う消極派は愛知で35％、兵庫では過半数であった。より消極的な、「いずれやめたい」及び「業種転
換したい」という回答は皮革製品製造業において特に強く、全体的に見れば、とりわけ大都市にお
いて、中小零細かばん製造業の存続は今後益々困難になるものと推測されるt゛ 91
逆に、アパレル業界や靴業界といった、異業種からかばん業界に参入して成功しつつある企業群
は増加傾向にある。現在、こうした新しい製造業群と、旧来からの産地を形成する中小零細製造業
群との競争も一部に生じているわけだが、将来的には、両者の競合及びそれによる淘汰が、我が国
かぼん業界全体の変貌に結び付くものと思われる。
さらに、長期的に見れば、東京や大阪の比較的規模の大きい問屋にとっては、異業種から参入し
た製造業とともに、またそれ以上に、唯一かばん産地としての集積を維持している豊岡の、特に技
術力に優れた製造業や下請け企業群が、国産品の製造者として魅力を増してゆく可能性がある点も
付け加えておきたい。
2－2 －2 我が国かばん市場の概要
ここで我が国のかばん市場を見てみたい。まず、1980年以降の『家計調査年報』によると、1 世帯
当たり消費支出に占めるかばんや袋物の支出は概ねO0/ 前後とほぼ一定率を保っている（尚、バッグ
類全体の購入金額の中で、女性用のハンドバッグが最も高い比率を占めている冲lO] また、平成7
年版『家計調査年報』による、平成6 年の1 世帯当たりのかばん類購入金額は以下のようである。
(単位：円)
かばん
類合計
手提げ
かぼん
ハ ソ ド
ノくッ グ
ラ ソ ド
セ ノレ
旅 行
かばん
その他
バッグ
かばん類
購入金額
12,850 1,172 7,336 775 1,166 2,401
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さて、我が国のかばんや袋物の市場を全体的に見ると、8 ）年代初めに停滞したものの、90年代に
人つて再び拡大を続けていると言うことができる。ただしこれは、消費者の高級志向によるEU の
高級ブランド品の売上増によるところが大きいようである。
実際、日本のかばん・袋物市場では、市場シェアの40％程度を、輸入品及び国内企業がライセッ
ニス契約の下で製造する海外ブランド製品が占めているのである。こうした状況から、かばん類比関
しては、①国内と海外で生産・提供されている同一の製品の価格が、国内よりも海外ではるかに安
い、②海外生産された製品が国内に輸入されると、海外で販売される場合に比べ、はるかに高くな
る、といった我が国の内外価格差問題が、とりわけ顕著に示されるようである。
そしてこうした市場環境の故に、我が国においては、かばん・袋物関係の外資系企業の多くが、
著しく高い収益率を達成している。とりわけ、我が国最大のかばん卸売業であるフランス製品の日
本法人の場合、94年の法人申告所得はl叩m 円を越えている（これは、メルセデス・ベッツ日本や
ビー・エム・ダブリューとほぼ同額である）。対して、国内最大のかばん卸売業の法人申告所得は20
億円に満たず、中小企業性業種のおかれる厳しい環境の一面を見ることができよう。また、「我が
国の場合、ライセンスや特許権輸入の規模が大きく、外国企業とのライセンスフィー及び特許料の
受け払いでは、大幅な赤字となっている」[ttlllという実態も、かばん業界や袋物業界においてはとり
わげ顕著なのである。 コ
いずれにせよ、輸入品まで含めて全体的に見ると、近年我が国において、かばん類はトータル・
ファッションの一部として市場を拡大させている。ところが、こうした実態であるからなおさら、1
つには各国の輸出業者にとって、我が国かばん市場の魅力が高まるわげであるし、またそれ故、
国内大手卸売業におト ては、海外工場からの逆輸入が重要な企業戦略となる。こうした諸要因によ
り、中小企業性製品の「産地」は、厳しい経済的環境を強いられるわけである。
3 かばん業界における輸入品急増の背景3-1
かばん類に関する対日輸出の傾向と製品輸入の急増
かばん類の対日輸出戦略では、現在、とりわけASEAN 諸国が活発な動きを見せている。その
窓口となっているのが国際機関アセアン・センターであり、例えば、94年7月に同セン
ターにおい
て開催されたスポーツ・レジャー関連用品の展示会では、出品企業23社のうちかばん関係が7 社を
占めた。
ちなみに、ASEAN のかばん業界に対して、我が国かばん・袋物・皮革小物類の市場は以下の
ように紹介されている。「日本のバッグ市場では、需要の二極分化が示され、低価格製品でぱ、韓国
製品や台湾製品がプライス・リーダーの地位にある。こうした製品カテゴリーでは、消費者はブラ
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ソドにさほどこだわらない。デザインやファッション性は最も重要な判断基準となるが、安さそし
て実 燈匝もまた非常に重要である……。紳土用バッグも含め、高価格製品に関し てはブ ランド志向
が強い。こ うしたカテゴリーで最も重要なのは、短期的なフ ァッションの変化にどう対応するか、
また、多 品種でロットの小さい注文にど う対応するかとい うことであ る。」[ttl2ト
こ うした ソフト面 での公的支援を受け 、ASEAN 諸国製のかばん類は、スポ ーツ用品とともに、
近年急激に対日輸出金額を伸ばしているレ
次に、EU 諸国の例である詐・l3」、まず フランスでは、「ル・シ ャボン、セ・ポシブル」キャンペ ー
ンが92 年に発表された。このキャンペ ーンは94 年までの3ヵ年計画であったが、「フランス企業 の日
本市場に対する関心を高める」、「日本にフランス企業を知 ってもら う」ことを 目的として、市場調
査、セミナー、PR 活動、ミッション派遣等、官民をあげた キャンペーンであったと言える。
また、英国政府はこれまで、対日輸出促進を 目的に、88 年から91年にかけ て「オポチュニティー
・ジャパン・キャンペーン」を実施し、期間中に対日輸出額75 ％増を達成した。引 き続き91 年から94
年にかけては「対 日輸出促進（SellingtoJapan ）」、「対 日投資促進(InvestingtoJapan ）］、「日本
から学ぶ（LearningfromJapan ）」を3 つの柱とす る「プ ライ オリテ ィ・ジ ャパン ・キ ャンペ ー
ン」 が展開され、さらに、94 年4 月 から新たに 「ア クション・ジャパン・キ犬十ンペ ーン」を開始し
ている。そしてこのキャンペーンでは、競 争力を持ちながら未開発であった英国 の10 分野を優先分
野と定め、積極的に対 日輸出に取 り組むことにしてい るのだが、その中に、フ ァッション関係の製
品類も含 まれているのである。
具体的な対日輸出キャンペーンはない ものの、イ タリア貿易振興 会 ∩レCE ） も また、 フ ァッ
ション製品 の対日輸出促進活動に200 億 リラ（国別では最高の予算）を投人してい る。実際、かばん
や袋物の主要産地としてトスカーナ地区、ベネト地区、 ロンバルディア地区を擁 し、EU を代表す
るかばん類輸出国となっているイタリア製品は、作 年 もまた全体として輸出金額を伸ばしている。
いずれにせ よ、こ うしたキャンペ ーンその他の公的支援により、我が国に輸入 されるかばん類 の
市場拡大が続いていると思われる。95 年上半期に我が国に輸入されたかばん類主 要品 目（HS 方式
の分 類では総て4202. ）の輸入金額と数量 の合計、及び、輸入金額上位5 位 までの 国名と実績は以下
のとお りである。
11-200 ；ト ランク，ス ーツケース類（革製，合成皮革製）1
位 中国437,326 千円14,272 ダ ース2
位 イ タリア343,648 千円1,978 ダ ース3
位 フ ランス272,339 千円ト319 ダ ース
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4 位 合衆国199,930 千円890 ダース5
位 韓国175,575 千円4,739 ダース
☆合計:1,768,885 千円（上位5 国の［金額の］シェア:80.8 ％）12-211
；トランク，スーツケース類（プラスチックシート製）1
位 中国492,239 千円69,974 ダース2
位 台湾360,355 千円18,558 ダース3
位 イタリア163,314 千円1,097 ダース4
位 フラソスニ137,386 千円366 ダース5
位 韓国108,830 千円11,212 ダース
☆合計:1,376,045 千円（上位5 国のシェア:91.7 ％）12-219
；トランク，スーツケース類（紡織用繊維製）1
位 中国776,655 千円95,368 ダース2
位 台湾437,902 千円17,204 ダース3
位 ヴェトナム122,889 千円10,426 ダー不4
位 合衆国100,172 千円2,318 ダース5
位 韓国100,025 千円7,644 ダース
☆合計:1,737,166 千円.（上位5 国のシェア:88.5 ％）12-220
；トランク，スーツケース類（その他のプラスチック製）1
位 台湾1,309,762 千円27,710 ダース2
位 中国60,190 千円5,379 ダース3
位 合衆国31,729 千円303 ダ二 ス4
位 ‥インドネシア20,066 千円557 ダース5
位 ドイツ15,797 千円123 ダース
☆合計:L472,065 千円（上位5 国のシェア:97.7 ％）19-000
；トランク，スーツケース類（その他の材料製）1
位 合衆国69,498 千円454 ダース2
位 中国42,423 千円2,039 ダ¬ス3
位 台湾28,744 千円958 ダース4
位 ドイツ10,480 千円97 ダース5
位 フランス4,723 千円10 ダース
☆合計:163,257 千円（上位5 国のシェア:95.5 ％）
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91-000；旅行用バッグ，リュックサックなど（革製，合成皮革製又はパテントレザー製）1
位 イタリア3,763,928 千円31,361 ダース2
位 中国3.624,631 千円275,280 ダース3
位 フランス2,605,533 千円8,269 ダース4
位 韓国1,555,099 千円72,338 ダース5
位 合衆国781,009 千円9,490 ダース
☆合計:14,116,613 千円（上位5 国のシェア:87.4 ％）92-010
；旅行用バッグ，リュ
ヅクサックなど（プラスチックシート製）1
位 中国6,151,281 千円1,865,120 ダース2
位 イタリア4,846,614 千円48,778 ダース3
位 韓国3,432,424 千円493,544 ダース4
位 フランス3,400,907 千円24,550 ダユス5
位 ドイツ923,767 千円6,006 ダース
☆合計:21,556,654 千円（上位5 国のシェア:87.0 ％）92-090
；旅行用バッグ，リュックサッタなど（紡織用繊維製）1
位 中国15,646,399 千円5,212,206 ダース2
位 韓国8,623,841 千円1,064,037 ダース3
位 イタリア2,826,936 千円46,951 ダース4
位 合衆国2,790,531 千円146,316 ダース5
位 台湾1,475,894 千円180,331 ダース
☆合計:35,696.748 千円（上位5 国のシェア:87.9 ％）99-090
；旅行用バッグ，リュックサックなど（その他の材料製）1
位 合衆国144,112 千円16,837 ダース2
位 中国139,396 千円73,869 ダース3
位 台湾118,685 千円15,821 ダース4
位 イタリア64,744 千円3,345 ダース5
位 タイ55,985 千円40,500 ダース
☆合計:607,575 千円（上位5 国のシェア:86.1 ％）
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3－2 我が国業界大手企業による逆輸入製品の増加 し
『日本の製品輸入1992』によれば、アジア諸国からのかばん類の輸入金額は、90年代に入ってか
らも総体としては順調に伸びていたわけだが、各国のシェアは90年代前半にまさに激変した。特に
注目すべきは、我が国がHS 方式を採用した88年時点で84.4％のシェアを占めていたアジアNIES
が、92年には56.6％と激減し、逆に中国が88年の13.0％から92年には35.9％に急増している点で
あろうl゛ 141．
ところで、一般に、例えば台湾が、労働集約的産業の生産拠点を中国に移転することで第三国向
け輸出を伸ばしているという実態も、統計上、台湾の数値を低め中国の数値を高める一因である。
しかしかばん類の場合、加えて、我が国業界大手企業による中国製品の逆輸入もその大きな要因と
見ることができるようである。
例えば、我が国かぼん業界最大手企業は、1979年に、上海市において民間経済協力としては最初
の委託加工方式によるバッグ工場を設立させている。続いて同社は、85年には上海市青浦県、87年
には遼寧省本渓市に工場を設立し、さらに89年には、中国側の要請により、山東省海陽県にも工場
を設立している。また同じ年には、それまで日本・韓国・台湾からの輸入に頼っていたかばん材料
（金具）を中国国内で調達するための工場も、上海市宝山区に設立している。
同社の輸出入専門の子会社の説明によれば、中国工場の生産のm ％以上は輸出向け、残りの30％
は中国国内販売、同じく30% が日本市場向けとされるが、いずれにせよ、92年3 月から稼働してい
る上海市内の新工場により、92年時点の中国における同社の生産数量は約500,000 ダ ース（前年比200
％増）と飛躍的に伸び、逆輸入品の比率も高まったものと推測される。さらに、同社上海旅行用
品有限公司第三工場が95年4 月から操業開始しており、国内の零細製造業群がさらに圧迫される可
能性も強まりつつある。
中国からの逆輸入は、比較的規模の大きい我が国かばん製造業の多くにもあてはまるのであり、
実際、豊岡において乱 大手製造業は中国工場を軌道にのせている。その結果、HS 方式による主
要5 品目の、88年と94年の中国の輸入金額を比較すれば、以下のとおりその急激な伸びが示された。
11-200（トランク・スーツケース類：革・合成皮革等）88
年；122,152 千円94 年；922,070 千円12-211
（トランク・スーツケース類；プラスチックシート）88
年；90,381 千円94 年；781,336 千円91-000
（旅行用バッグ・イヒ粧用バッグ類；革・合成皮革等）88
年；562,918 千円94 年；5,427,906 千円
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92-010 旅行用バッグ・化粧用バッグ類；プラスチックシート）88
年；704,246 千円94 年；9,839,760 千円92-090
（旅行用パックリヒ粧用バッグ類；紡織用繊維）88
年；1,814,086 千円94 年:23,113,931 千円
さて、これまで中小企業性製品の1 つの事例として、我が国かばん業界全体の現状をまとめたわ
けであるが、次に、かばん業界を基幹産業とする兵庫県豊岡市を具体例としてとりあげ、地方都市
における基幹地場産業の衰退の意味について考えたいと思う。
4 兵庫県 豊岡市に見る中小 企業性製品の産地の現状と地域経済4
－1 豊岡かばん産地の歴史
豊岡市は、兵庫県の日本海側に面する但馬地方の中核都市である。この地方は、古くから杞柳製
品（代表的なのは柳行李）の産地として知られていた。伝統的な杞柳製品の流れを受けて、明治・
大正時代に「柳バスケット」やかばんの原型である「箱物」が生み出されるのだが、今日のかばん
産業の起源は、大正6 ～7 年頃、行李に漆を塗布し錠前を取り付けた「新型かばん」が市場化され
た時期とされている。
そして大正11年頃から、豊岡市の特産品としてかばんの生産が増加する。その後、電気絶縁物等
に利用されていたバルカナイズF ・フ ァイバご（木綿またはパルプの繊維を塩化亜鉛で角質に硬化
させた堅紙）を材料とした製品が、豊岡かばんの主流を占めるようになる。昭和12年度の豊岡町の
工業生産額を見ると、生産総額368万円のうち杞柳製品は全体の約66％、ファイバ ーかばんが約24
％を占めており、同市におけるかばん産業の基礎はこの時期に確立されたと言えよう。
前述のように、大都市に立地するかばん産地では、明治時代から徒弟制度による皮革製品の製造
技術の高度化が図られたのであるが、この豊岡は、外注や婦人の内職を社会的分業体制の底辺に組
み込み、新素材の、すなわち低価格のかばんめ産地として、昭和30年代に成長を遂げることになっ
た。『豊岡市史』によれば、昭和35年から40年の生産額の年平均増加率は53.7％を示しているのであ
る。「神武景気や岩戸景気を背景に35年には30年に比べて工場数は約2 倍、従業員数約1.5倍、生産
高は数量で約4 倍、金額は3 倍と拡大している。さらに輸出高は、ビュールレザーを使用したオー
プンケースがアメリカを中心に急速な伸びをみせ、7 、8 倍と躍進した。」(ffil5]
尚、内需転換を強いられた後、豊岡では、国内かばん市場拡大への対応と同時に、安価な労働力
を人海戦術として駆使し、あらゆる「容器」の市場をも拡大することになが“'''．
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4 －2 豊岡かばん産地の現状と地域経済における位置付け4
－2 －1 産地企業の現状
我が国かばん市場における輸入品の伸び率は、内需転換を余儀なくされて以来徐々に高まってい
たのであるが、とりわけ90年代に入ってからは、途上国からの輸入が急増している。しかも、本来
産地である豊岡にも、空洞化現象が見られるようになっている。
実際、90年代に入ってから、豊岡の産地問屋による途上国製品の輸入は増加の一途にあるt゛ 171．ま
た逆に、一方には、中国工場を軌道にのせ、大都市の業界大手問屋との直接取引を増やす大手メー
カーの成長も見られるし、さらに少数ではあるが、外注内職群との取引を切り捨て、途上国からの
半製品輸入により、業績を伸ばす中小製造業も育ちつつある。しかしながら、成長の可能性を秘め
る産地企業もごく一部存在するものの、産地の大半を占める零細製造業においては、恒常的問題の
深刻化が著しく、倒産や廃業の危機にある企業が少なくない。こうした企業と取引関係にある材料
商や外注・内職群にはさらなる重圧が加えられ、結局、かばん業界全体としての低迷がそのまま、
豊岡市の地域経済の地盤沈下につながっているわけである。
まずここで、平成7 年版の『特産業統計書置lSlを基に、平成6 年における産地の概況をまとめて
みよう。 ダ
事業所数；かばん製造業175社（法人55社），産地問屋45社（法人40社）
かぼん材料商66 社（法人33社）
出 荷 額；合計375億3,301万円（前年比約19億4,000万円減）
内訳；かばん製造業⇒他の地域に直接販売96 億8,090万円
かばん製造業⇒産地問屋に販売113 億6,404万円
産 地 問 屋⇒他の地域に販売278 億5,211万円
販売数量；かぼん製造業784,167 ダース
産地問屋1,177,750 ダース（杞柳製品を含む）
平均単価：かばん製造業2,236円，産地問屋1,971円
次に『豊岡市統計書』（平成6 年版）によれば、豊岡市工業における「なめし革・同製品」（豊岡
市においてぱかぼん製造業とほぼ同一）の比率は以下のとおりである。同市工業におけるかばん製
造業の位置付けは、公的な資料を基にすれば、事業所数で約5 割、従業者数及び製造業出荷額で約3
割ということになる。
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総 数 なめし革・同製品(比率)
平成元年 事業所数
従業者数
製造品出荷額
249
4,570
7,045,733
158（63.5）1,633
（35.7）2,505,607
（35.6）
平成2 年 事業所数
従業者数
製造品出荷額
540
5,253
8,121,727
266（49.3)L911
（36.4）2,778,279
（34.2）
平成3 年 事業所数
従業者数
製造品出荷額
320
5,007
8,749,354
163（50.9）1,725
（34.5）2,777,171
（31.7）
平成4 年 事業所数
従業者数
製造品出荷額
300
4,820
8,399,330
153（51.0）1,650
（34.2）2,569,348
（30.6）
4 －2 －2 基幹地場産業と地域経済
我々は豊岡におけるかばん産業を「基幹産業」と位置付けている。しかしながらこの考えは、必
ずしも同市市民の合意を得られるものではないようである。同市識者からも、市工業出荷額におけ
るかばん業界の相対的低下が指摘される場合が少なくないのである。
確かに、豊岡市においても、地域経済活性化のために工場誘致等が積極的に行われてきた。例え
ば、地域振興整備公団が計画した豊岡中核工業団地（昭和59年に着工）には、一般機械、精密機械、
電子機器等の業種を中心に誘致活動が展開され、整備も整いつつあるのだが、しかし一方には、既
に、団地内の工場を閉鎖した大手企業も存在するというのが地方都市の現状である。従って、現在
の国内景気を考えれば、低迷するかばん業界の余剰人員が大量に出た場合、その受け皿を同市内に
見つけることは困難だと思われる。
加えて重要なのは、豊岡市経済におけるかばん業界は、先の表に示されるよりも、実質的にはよ
り大きな位置にあるという点である。すなわち、同産地は、「産地問屋」を頂点としながら、生地、
ファスナー等の金具その他付属品の仕入れ・販売を行う「材料商」、そして「製造業」、さらに、製
造業から裁断、縫製、仕上げ等を請け負う「下請け加工業者」、及び「外注内職群」による、社会的
分業体制から成り立つのである。一貫生産が可能な工場を有する製造業は、今日でも数社しか存在
しない。
結局、こうした分業体制をとる産地であるため、公的な報告書には表しきれない家内労働的従業
者数が多く（兵庫県工業課の推定では3,600人程度）、こケした従業者数は特に流動性が激しいため
正確な把握は困難であるものの、大まかに見て、94年時点で6,500人ほどが、かばん業界と直接間接
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的にかかわっていたものと我々は推測している。ちなみに6,500人という数値は、平成6 年版『豊岡
市統計書』による同市の15歳以上就業者数の4 分の1 以上を占めることになる。
こうした生産体制故に、空洞化問題は、分業体制に組み込まれる経済的弱者へのしわ寄せを生む
だげでなく、市民生活の困窮と市経済め危機的状況にもつながるわけである。
さて、こうした、地域経済に大きな比重を占めるかばん業界であるにも拘らず、近年、業界の大
半を占める小・零細企業は厳しい経営状況下にある。すなわち、豊岡市経済部発行の『特産業景気
動向調査集計結果（平成7 年上半期）』によれば、販売額が前年同期と比べて「減少した」という割
合は81.7％C このうち「2 割以上の減少」は16.1％、「3 割以上の減少」は30.1％）となっているの
である。
また、輸入製品を扱う比率が上昇し、全体として本来の機能低下が著しい産地問屋が多数派を占
める中で（一部はむしろメーカー機能を強化し、また一部の産地問屋は輸入品ブローカー化してい
る）、設備投資・近代化を進め、産地問屋を凌ぐ規模の製造業も成長してきているなど、産地内での
二極分化が急速に進展している。実際には、旧来からの社会的分業体制は、少なくとも産地の大手
企業（概ね売上高±U億円以上）においては、完全に形骸化したものと見てよいであろう‥
しかし、全体的に見れば、前述のように外部環境が厳しさを増す中で、また、設備投資の遅れや
後継者及び若年労働者の不足、さらには、社会的分業体制という生産システムに起因する縫製技術
の問題その他、産地内部の問題もあって、豊岡の、とりわげ生産拠点としての機能は急速に低下し
ていると言わざるを得ない。産地企業において成長の可能性を秘めるごく丿部の企業群を別とすれ
ば、地方の中小企業性製品の産地において、その底辺に組み込まれた零細な企業群のほとんど総て
に関して、自助努力によりかばん業界にとどまり得る可能性は実質的に断たれたと言うべき状態に
なっているのである。
さて、ここで我々が注目しなければならないのは、地方型の地場産業、とりわけ労働集約的な製
造工程により成り立つために近代化が遅れた産業における国内空洞化問題は、地域経済に対し、大
都市においては想像し得ないほどの強い影響力を有し得るという点であろう。もちろん、こうした
基幹地場産業に対し七、これまでも公的施策は何度も繰り返されてきた。例えば、ごく最近の例で
は、平成6 年に「豊岡・世界のかばん博」が通産省、中小企業庁、ジェトロその他の後援により1
ヵ月にわたり同市で開催され、そして平成7 年度には、豊岡かばん業界は『特定中小企業集積の活
性化を促進する措置を講じようとする特定中小企業集積地域』に認定されだ゛wレ
要するに、中小企業施策は繰り返し講じられたのであるが、それにも拘らず、過去においては、
諸施策の目的が果吏され得なかったわけである。この事実は、我が国の中小企業施策に、根本問題
を突き付けていると見るべきではないだろうか。
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こうした視点は、世界経済における日本経済全体に問われている問題解決とい う発想からすれば、
あるいは市場メカニズムの機能を歪める手段の模索を要求することになるのであるかもしれない。
実際、平成7 年版『通商白書』は、「……市場メカニズムの機能を歪める手段を講じれば、国内経
済の効率性を損ない、競争力を失った企業を国内に温存させる一方で、本来比較優位を享受すべき
企業の競争力を喪失させ、我が国経済全体に悪影響を及ぼすことになろう」とい う根拠から、いわ
ゆる産業の空洞化論議においては、「比較優位に従った企業の国際展開等の産業構造転換の問題と、
円高の行き過ぎや、内外価格差といった我が国経済に内在する諸問題により、本来の姿とは言えな
い形で進展する企業の国際展開等の問題を明確に峻別する必要がある」と主張するのであ;gj[S20]
この論理は、日本経済全体を論じる場合には肯定され得るであろうし、少なくとも大都市及び大
都市周辺においては、比較優位の原則に沿った産業の淘汰と生成が現実に進行してしるわけである。
しかしながら、地方の小都市、しかも、マストラの発達が不十分であるためにいわば独立した経済
圏を築かざるを得なしヽ ような辺境の地の小都市において、基幹産業たるべき経済主体が、国際的に
見れば「競争力を失った企業」の集積であるという事例が決して稀ではないとい う点もまた、我が
国の地域社会が抱える現実の一面を語るのではないだろうか。そして特筆すべきは、［市場メカニ
ズムの機能を歪める手段］を講じるか否かは別として、基幹産業という経済主体そのものの意味が、
大都市と地方の小都市とでは、根本的に異なるという点であろう。
5 む す び
現在 、世 界 的に 突 出し た 我 が国 の貿 易 黒字 に 関す る 議論 が様 々 な角 度 から 論 じ ら れて い るが 、そ
の 「解 決策 」 と して 提 出 され よ うと してい る 内容は 、 あ ま りに も我 が国 の経 済 と 社会 を 表層 的 に と
ら えす ぎ てい る ので は ない だ ろ うか。 要 す るに 、 現在 の経 常 収支 の黒 字に 対 し て 、 マ クロ的に は 内
需 拡大 を、 ミクロ的 に は 規制 緩和 と 市場 開放 を 進 め、 そ れで も残 った 黒 字 はな る べ く世 界経 済 の 発
展 に 貢献す る 方 向で 用い て資 金還 流を 進 め よ う とい うの が、議 論 の主 流 だ と思 わ れ る。 ト
確 かに 、 自由 競争 を阻 む諸 規制 の 緩和 、 市場 開放 の必 要性 とい う認 識 が 誤 りで あ る とは 思 われ な
い 。 ただ 、少 な くと も1 つ 問題で あ る こ とは、 経常 収 支 の黒 字を 減 らす た め の具 体策 と、 かつ て 内
需 へ の転 換を 余 儀 な くさ れ た国 内中 小 企業 保護 ・育成 のため の既 存 の諸 施 策 とを 、い かに 両立 さ せ
る のか とい う視 点 の欠 如 で はない だ ろ うか 。 また 、地 方 都市 の経 済的 自立 に関 す る議 論 があ ま りに
も軽 視 され てい る と ころ が 、中小 企業 性製 品 の産 地 の抱 え る問題 を 一層 深 刻 な も のに し てい る ので
はな いだ ろ うか 。
・I
・
そ し て、 社会 科学 の研 究 一 例 え ば 、 マ ー ケテ ィン グ研 究に おい て も ー に時 代 の要 求 とし て求
め られ る 事柄 があ る とす れ ば、そ れ は、「社 会 科 学 の主た る任務 一 唯 一 では ない にせ よ ー は まさ
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に、社会的政治的行為の……『二次的帰結』を分析して、出来る限り予測することである|[゛ 21」とい
う価値判断から導かれる問題提起、また問題解決のための具体的方法の模索ではないだろうか。
こうした価値判断を具現化するための社会科学の方法論[8=22]については、また別の機会に論証を
進めたいと考える。 し
注
（1）中小企業庁「製造業構造変化実態調査」（平成5 年12 月）に よると、輸出をしている中小製造業の平成5 年
の対前年比輸出額は「減少した」とする割合が7 割を超えている。
（2）平成7 年版『中小企業 白書』、p 。46. 尚、通商産業省『工業統計表』、及び大蔵省『貿易統計』を基に中小
企業性製品の業種別輸出額（軽工業）をまとめると下表のようになる。
【中小企業性製品の業種別輸出額（軽工業）】
（単位;100 万円）
平成元年 平成2 年 平成3 年 平成4 年 平成5 年
合計 1,855,030 2,135,729 2,195,154 2,186,487 1,900,146
食料品 148,525 152,786 144,979 132,606 118,351
繊維 637,917 721,802 756,070 789,364 664,370
衣服・繊維製品 66,903 67,094 63,551 66,037 62,431
木材・木製品 13,249 13,785 12,510 10,658 9,293
家具・装備品 55,704 67,172 69,021 62,390 59,789
パルプ・紙・紙加工品 195,949 235,758 237,244 200,907 168,795
出版・印刷 2,771 2,720 2,869 2,650 2,034
ゴム製品 75,579 85,471 91,106 99,380 102,016
皮革・同製品 51,120 51,807 45,666 42,577 36,936
窯業・土石製品 202,006 232,390 225,823 225,822 199,917
その他 405,307 504,944 546,310 554,096 476,214
（3）我が国全体では1972 年が輸出のピ ークであり、豊岡について見れば、その輸出比率が最も高かった68 年の
輸出率は生産額 の48％に達している。尚、輸出型産地としての豊岡かばん業界の盛衰に関しては以下の文
献及び資料が参考になる。山崎充著 『日本の地場産業』、昭和52 年、ダイヤモンド社。『兵庫県地場産業実
態調査報告書』（昭和56 年、兵庫県商工部）。『産地振興診断結果報告書（豊岡かばん産地）』（昭和55 年、兵
庫県中小企業総合指導所）。『かばんメーカーとして80年代に生きるためのビジョン』（昭和56 年、兵庫県鞄
工業組合）。『バッグジ ャーナル主催豊岡鞄業界座談会』（バッグジャーナル昭和59 年1 月1 日号)。
（4) ただし、最近 の『工業統計表』（品目編）から明らかであるように、とりわけ製造業 に関しては、大都市に
立地していた工場の地方移転が増える傾向にあり、少なくとも、かつて言われた 「四大かぼん産地」とい
う呼称は実態にそぐわなくなっている。
（5）参考にした のは以下の資料である。『マルエム松崎百年のあゆみ』、平成元年、㈱松崎。『五十年のあゆみム
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1990 年、エ ース㈱。日本袋物工業連合会編、『袋物』、1994 年。『豊岡 の特産業 ；かば ん製 品やなぎ製品』
（昭和59 年、豊岡市経済部商工課）。『豊岡・世界のかばん博'94 記録集』（平成7 年2 月、豊岡市経済部商
工観光課）。
（6）本稿でとりあげるかば ん製造業（日本標準産業分類小分類246 ）は社団法人日本鞄協会 が統括す る団 体で
あ り、これはハンドバッグ等の製 造を主とする袋物製造業（同247 ）とは異なる団体である。し かしな が
ら、消費者の立場からはかぽんと袋物 の区別が難しいことに加え、両業界の垣根が急速に低まっている現
状がある中で、ごく最近、東京や大阪では、鞄卸商業組合と袋物卸商業組合との合同企画も見られるよう
になっている。
（7）百瀬恵夫著『中小工業団地の理論と政策』（4 版）、白桃書房、1990 年、p 。11. 尚、特に地場産業と地域産
業 の相違については、以下の文献を参照されたい。杉岡硯夫 『中小企業と地 域主義』、日本評論 社、1973
年。清成忠男、『地域主義 の時代ム 東洋経済新報社、1978 年。山崎充、『変わる地場産業』、日本経済新聞
社、1974 年。
（8）関満博・吉田敬一編、『中小企業 と地域インキュベータ』、1993 年、新評論、P.204 ．
（9 ）r平成3 年度皮革産業振興対策調査報告書：かぼん産業』、平成4 年、社団法人日本鞄協会、P.29.
（10 ）総務庁統計局（編）『平成元年全国消費実態調査』（平成3 年6 月発行）に よれば、かば んに関する支出の全
世帯平均は1 ヵ月688 円（年間8,256 円）、［当該支出のある世帯の割合］は29.4 ％、「当該支出のある世帯の
平均値」は月額2,240 円（年間26,880 円）とされている。
（H ）平成7 年版『通商白書』、P.165 ．
（12）国際機関アセアンセンター編、『GiftMarketinJapanforASEANExporters 』、p.238 。
（13）平成6 年版 『ジェトロ白書』、 ）p。277-278,292-297. 平成6 年版（通商白書ムpp.466-467,486-487 ．尚、
イタリアに関しては、日本貿易振興会刊、『イタリア・フローレンスのかばん・袋物産地』、1988 年を参照
されたい。
（14 ）90年代初めに生じた、雑製品全体におけるアジアNIES から中国製品への代替については、以下を参照
されたい。日本貿易振興会編、『日本の製品輸入1992 』。 アジア経済研究所 編、『アジ ア動向年報1993 』。
『1993 ジェト ロ白書（貿易編）』（日本貿易振興会）。『台湾輸出商品第6 巻第5 貌』、1993年、遠東貿易サー
ビスセソター。『中国進出企業一覧1993 年版』、蒼蒼社。渡辺利夫著、『図解中国経済』、日本評論社、1993
年。 。
（15 ）『豊岡市史』、PP.668-669.
（16）ここで言う「容器」とは、かばん類と同様の製造工程をもつ製品群、すなわち機械類 格納搬送用の容器、
道具類格納搬送用の容器、商品類収納用の容器等々、あらゆる「入れ物」である。実 際、豊岡かばん業界
が産出する製品群には、消費者がかばんとして購入する製品の他に、プレ ミアムギフ トに用いられ、消費
者はかばんとして利用する（あるいは、それ以外の様々な利用目的を予定される）製品、布団袋、ゴルフ
バッグ、カメラやビデオのケース、エアコソモの他のカバー、その他様々な製品群（一部は生産財）が含
まれる。尚、豊岡かぼん産地の詳しい歴史については以下を参照のこと。小谷利一・塚越千由・塚田朋子、
「豊岡かば ん産業の現状 と今日的課題」『白鴎ビジネスレビュー』第2 巻第1 号、1993 年、 ）p。53-87.(17
）80年代末までゼp であった舞鶴港（京都府。豊岡市から最短距離の港である）からのかば ん類の輸入金額
は、90 年代に入り急速に伸びている。詳しくは以下を参照されたい。拙稿イ兵庫県豊岡市のかぼん産地に
見る地場産業のマーケティング戦略の現状と今後の方向性 そ の1 ］『三田商学研究』38 巻4 号、1995 年、
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PP.99-112. ■
■
㎜(18)
豊岡市では昭和48年度から『特産業統計書』(「自計式調査方法」によるものとされ、事業主からの自己中
告を基に整理されたデータ) を発行している。平成7 年版は、平成6 年1 月1 日から12 月31 日までの産地
企業の概要をまとめたものである。(19)
今後、豊岡市及び周辺2 町のかぼん産業 の集積活性化を図るためには、「従来の製品分野に固執すること
なく、より高品質で機能性に富んだ製品開発が要求される新たな分野への参入が不可欠」であり、そのた
めには従来のかばん素材に加え「新素材の導入」が必要である。そこで、「かばん製造技術を活かしつつ、
さらに新素材に適応した新加工技術を開発し、製品の高品質、高機能を図るとともに、今後高い成長が見
込 まれる住宅関連や健康福祉関連等の新分野への展開などへの積極的な取 り組 みを 通じ、情報発信力 の高
い創造性ある集積へと機能強化を図る必要がある] という内容が、特定中小企業としてこの産地を兵庫県
が認定しようとする理由の要 旨である。(20)
平成7 年版『通商白書』、p 。182.(21)RogerJames,ReturntoReason
－Popper'sThoughtinPublicLife,OpenBooksPublishingLtd,1980 ・(22)
こうした社会科学方法論による1 つの研究プログラムに関しては以下を参照されたい。拙稿 「マクロマー
ケテ。インク論序説；漸次的社会工学的アプローチに基づ く研究構想」『三田商学研究』32 巻4 号、1989 年、PP.43-57
。[1995
年]。0月25 日受 理)
